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本
校
発
展
の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
細

井
直
樹
校
長
の
西
尾
高
校
へ
の
ご
転
出
に
と
も

な
い
、
本
校
教
頭
よ
り
昇
任
い
た
し
ま
し
た
。
本

校
で
の
勤
務
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
平
成

六
年
三
月
ま
で
の
二
十
年
間
と
教
頭
と
し
て
の

三
年
間
を
合
わ
せ
、
今
年
で
二
十
四
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
人
た
ち
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
同
窓
の
皆
様
方
に
は

引
き
続
き
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
母
校
の
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
本
年
度
の
教
職
員
の
異
動
状

況
で
す
が
、
裏
面
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新
教

頭
と
し
て
、
同
窓
の
伴
浩
志
先
生
を
迎
え
る
こ
と

校
長
挨
拶

校 長

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は

同
窓
会
活
動
に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
平
成
十
九
年
度

定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
河
辺
勝
巳
前
会
長
の

後
を
受
け
、
新
役
員
と
共
に
同
窓
会
の
運
営
に
あ

た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
河
辺
前
会
長
は
平
成

十
三
年
に
鈴
木
守
元
会
長
か
ら
引
き
継
が
れ
、
本

会
の
組
織
強
化
や
オ
ラ
ン
ダ
と
の
姉
妹
校
交
流
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
三
月
に
は
同
窓
会
員
も
一
万

人
を
超
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
役
を
仰
せ
つ

か
っ
た
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
何
分
に
も
浅
学
非
オ
で
す
が
、
会

員
皆
様
方
の
御
協
力
を
頂
き
、

P
T
A
と
も
手
を

携
え
、
母
校
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

~
同
窓
会
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
と
~
か
ら
生
ま
れ
た
「
カ
ク
メ
ロ
」
は
、
登
録
商
標
と

~
の
姉
妹
校
交
流
も
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る
こ
~
栽
培
特
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す

~
と
が
で
き
ま
し
た。
第
十
回
と
い
う
節
目
に
あ
~
で
に
今
年
三
月
か
ら

J
A

愛
知
み
な
み
・
J
A

~
た
り
、
生
徒
達
の
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
研
修
期
間
中
~
豊
橋
管
内
の
農
家
で
栽
培
が
始
ま
り
、
七
月
に

~
に
、
河
辺
前
同
窓
会
長
、
鈴
木
校
長
、
杉
原
前
p
~

は
初
め
て
商
品
と
し
て
市
場
流
通
を
い
た
し
ま

~
T
A

会
長
を
は
じ
め
、
同
窓
会
員
等
十
二
名
が
~
し
た

。

こ
の
こ
と
は
生
徒
達
に
「
や
れ
ば
で
き

~
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
、
交
流
十
周
年
歓
~
る
」
と
い
う
大
き
な
自
信
と
励
み
に
な
っ
た
こ
と

~
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
さ
れ
、
両
校
の
交
流
を
よ
~
と
思
い
ま
す

。

ま
た
、
卓
球
部
を
は
じ
め
陸
上

~
り
一
層
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
交
流
に
参
加
さ
~
部
、
野
球
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
な
ど
多
く
の
部

~
れ
た
方
々
や
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
~
活
動
で
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
立
派
な
成
績
を

~
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
~
収
め
て
い
ま
す

。

さ
ら
に
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
の
各

~
学
校
に
お
い
て
は
、
四
月
の
教
職
員
の
定
期
異
~
種
競
技
会
な
ど
に
お
い
て
も
、
着
実
に
成
果
を
上

~
動
に
よ
り
西
尾
高
校
の
校
長
と
し
て
転
出
さ
れ
た
~
げ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

~
細
井
直
樹
先
生
に
は
、
二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
~
ま
す

。

~
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
普
通
科
出
身
校
長
と
い
~
二
十

一
世
紀
は
食
料
と
環
境
の
時
代
と
い
わ
れ

~
う
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
視
点
か
ら
本
校
の
教
育
に
~
ま
す
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
農
業
の
時
代
」
だ
と
思

~
磨
き
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
渥
美
農
高
が
一
段
と
~
い
ま
す

。

原
油
高
騰
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
が

~
輝
き
を
増
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
新
た
に
鈴
~
引
き
金
と
な
っ
て
農
業
経
営
は
厳
し
く
、
難
し
い

~
木
和
昭
校
長
、
伴
浩
志
教
頭
を
お
迎
え
し
ま
し
~
時
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
れ

~
た
。
鈴
木
校
長
は
新
任
以
来

二
十
年
、
ま
た
教
頭
~
ば
必
ず
明
日
に
光
明
が
み
え
て
く
る
と
思
い
ま

~
と
し
て
三
年
間
渥
美
農
高
に
勤
務
さ
れ
、
伴
教
頭
~
す

。

生
徒
諸
君
の
夢
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
私
達

~
は
木
校
同
窓
生
で
も
あ
り
ま
す

。

お
二
人
と
も
本
校
~
同
窓
会
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り

口
を
知
り
尽
く
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
本
校
発
展
の
た
~
た
い
と
思
い
ま
す

。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
深

~
め
に
活
躍
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す。

~
い
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

~
生
徒
達
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
生
徒
の
発
想
~
ま
す

。
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~
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
、
頼
も
し
く
思
っ
て
お

~
り
ま
す。

新
転
入
の
教
職
員
を
含
め
、
全
職
員
で

~
教
育
目
標
達
成
の
た
め
、
本
校
発
展
の
た
め
に
全

~
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す

。

~
次
に
生
徒
の
活
躍
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い

~
た
だ
き
ま
す
。

部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
部
と
も

~
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す

。

陸
上
競
技
部
東
海
大
会

~
出
場
を
は
じ
め
、
卓
球
部
の
中
部
日
本
卓
球
選
手

~
権
大
会
出
場
・
野
球
部
愛
知
県
大
会
四
回
戦
進
出

~
な
ど
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す

。

農
業
ク
ラ
ブ
活

~
動
で
も
、
農
業
鑑
定
競
技
会
や
家
畜
審
査
競
技
会

~
愛
知
県
大

会
に
お
い
て
最
優
秀
を
獲
得
し
て
い

~
ま
す。

~
四
角
い
メ
ロ
ン
「
カ
ク
メ
ロ
」
に
つ
い
て
は
、
多

~
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
本
年
一
月
に

~
念
願
の
特
許
取
得
を
実
現
い
た
し
ま
し
た

。

J
A

~
愛
知
み
な
み
・JA
豊
橋
管
内
の
農
家
で
栽
培
に

~
着
手
し
、
今
夏
、
愛
知
経
済
連
を
通
じ
て
初
出
荷

~
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
農
高
生
ま
れ
．

J
A

・
育
ち
の
「
カ
ク
メ
ロ
」
が
地
域
の
特
産
品
に
な
る

~
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
動
物
科
学
専
攻

同窓会会長
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~
生
の
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
和
牛
が
、
新
城
子
牛

~
市
場
に
お
い
て
最
高
値
に
な
る
な
ど
、
こ
ち
ら
も

~
地
元
畜
産
農
家
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す

。

（
各

~
部
活
動
の
対
外
試
合
結
果
・
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
成

~
果
の
詳
細
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

）

~
現
在
、
本
校
に
は
農
業
科
・
施
設
園
芸
科
・
食

~
品
科
学
科
•
生
活
科
学
科
の
四
学
科
が
設
置
さ

~
れ
、
全
生
徒
数
は
四
七

一
名
で
す

。

あ
ら
ゆ
る
機

~
会
を
と
ら
え
て
、
目
の
前
に
い
る
生
徒
一
人
一
人

~
に
光
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す

。

生
徒
の
潜
在
能

~
力
を
引
き
出
し
、
大
き
く
成
長
さ
せ
、
光
り
輝
く

~
存
在
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

一
学
期
の
始

~
業
式
に
お
い
て
全
校
生
徒
に
「
自

己
を
磨
き
、
光

~
り
輝
け
」
と
話
し
ま
し
た

。

大
切
な
生
徒
ゆ
え
に
、

~
厳
し
く
も
温
か
み
を
持
っ
て
指
導
し
て
い
き
た

~
い
と
思
い
ま
す

。

~
地
域
に
愛
さ
れ
る
渥
美
農
業
高
校
を
目
指
し
、

~
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の
教
育
活
動
に
邁

~
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す

。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生

~
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を
重
ね
て
お
願
い

~
申
し
上
げ
ま
す。
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大

澤

由

季

一

期
日

平
成
十
九
年
六
月
十
一
日
（
月
）
~
私
は
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
還
研
修
に
参
加
し
て

＼
六
月
二
十
二
日
（
金
）
~
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
に
向

~
か
う
前
ま
で
は
、
英
語
が
上
手
く
話
せ
る
だ
ろ
う

ニ

派

遣
団
員

生

徒

施

設

園

芸

科

二

年

上

田

淳

史

＂

~
か
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良
く
で
き
る
だ
ろ

河

合

治

樹

~
う
か
な
ど
と
、
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た。

白

井

惇

基

．

山
田
十
五
~
し
か
し
、
実
際
に
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た
ち
と
対

食
品
科
学
科

二
年
金
子
哲
也
~
面
し
て
み
る
と
、
思
っ
た
以
上
に
打
ち
解
け
る
こ

＂
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
表
情
や

杉

原

千

晶

"

~
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
う
こ
と
で
よ
り
一
層
理
解
し

生

活

科

学

科

二

年

戸

澤

早

香

＂

食
品
科
学
科

三
年

大

澤

由

季

・

~
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す。

冨
田
祐
加

~
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
日
々
は
本
当

職
員
白
井
秀
典
小
田
伸
市
川
直
俊

~
に
充
実
し
た
も
の
で
、
一
週
間
が
あ
っ
と
い
う
間

三

研

修
日
程
と
内
容

~
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
日
に
、
今
ま
で
お
世
話

●
六
月
十
一
日
（
月
）
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
け
出
発
"

四
時
十
分
学
校
に
集
合
し
、
中
部
国
際
空
港
経
由
で
~
に
な
っ
た
気
持
ち
を
、
精
一
杯
の
英
語
で
伝
え
ま

成
田
空
港
へ
。

夕
刻
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
到
着
後
、
姉
妹
~
し
た
。

「
ず
っ
と
こ
こ
に
い
て
い
い
よ
。
」
と
お
母

校
職
員
の
案
内
で
ホ
テ
ル
ヘ
゜
~
さ
ん
を
は
じ
め
家
族
み
ん
な
に
言
わ
れ
た
と
き
は

~
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

●
六
月
十
二
日
（
火
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

ホ
テ
ル
よ
り
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
へ
移
動
し
歓
迎
セ
・
~
オ
ラ
ン
ダ
研
修
を
終
え
た
今
、
自
分
自
身
の
大

レ
モ
ニ
ー
。午
後
は
デ
ル
フ
ト
市
内
見
学
、
フ
ラ
ワ
ー
＂

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
同
窓
会
一
行
と
合
流
し
歓
迎
パ
ー
~
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た

。

十
一
月
に
は
オ
ラ
ン

~
ダ
の
生
徒
た
ち
が
日
本
に
来
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

●

六
月
十
三
日
（
水
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
~
少
し
で
も
、
多
く
の
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
し

口
て
お
き
た
い

A

そ
し
3

¥
｛

こ

午
前
は
フ
ロ
ー
ラ
を
見
学
し
、
午
後
は
パ
プ
リ
カ
・
"~

と
思
い
ま
す
。

キ
ク
栽
培
農
場
見
学
。

●
六
月
十
四
日
（
木
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

＂
ま
た
、
来
年
度

ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
に
て
木
工
細
エ
・
水
質
調
査
等
~

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
夕
方
ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽
~
オ
ラ
ン
ダ
派

~
遣
に
行
く
後

●

六
月
十
五
日
（
金
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
~
輩
た
ち
に
は
、

"
充
実
し
た
研

各
パ
ー
ト
ナ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
（
花
屋
、
造
園
会
"．

修
に
な
る
よ

社
環
境
調
査
会
社
、
観
光
農
園
）
で
終
日
体
験
学
習。

~

●
六
月
十
六
日
（
上
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

"
う
に
、
今
か
ら

終
日

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
市
内
見
学

。

中
国
寺
院
・
~

N
A
P

・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
家
・
ア
ン
ネ
の
家
・
ダ
~
で
き
る
だ
け

ム
広
場
な
ど
を
見
学
。

~
の
準
備
を
し

さ
，

●
六
月
十
七
日
（
日
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

i

て
出
発
の
日

~
を
迎
え
て
欲

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
過
ご
す
。

●
六
月
十
八
日
（
月
）
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

＂
し
い
と
思
い

午
前
中
よ
り
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
の
準
備
を
す
る

。

ラ
~

ィ
ス
ワ
イ
ク
校
に
て
第
一
回
か
ら
の
参
加
者
を
招
い
~
ま
す
。t言

た
親
睦
会

。

夕
方
フ
ロ
ー
ラ
市
場
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
~.

-＝＝＝＝
＝＝-＝＝
＝-＝＝
＝＝＝＝-＝
=＝
＝―-＝＝＝-
＝-＝＝＝＝＝
=＝＝＝＝＝＝
＝＝＝
==
＝＝＝
＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝＝＝＝
＝＝＝
＝＝
 

で
お
別
れ
会
。

●
六
月
十
九
日
（
火
）
ベ
ル
ギ
ー
観
光

i

前
同
窓

会

会

長

河

辺

勝

巳

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ヘ
バ
ス
で
移
動
し
、
市
内
観
光

。

（
グ
~
同
窓
会
員
の
皆
様
方
の
御
理
解
、
御
支
援
の
も

ラ
ン
プ
ラ
ス
・
小
便
小
僧
・
王
宮

・
教
会
等
を
見
学
）
~
と
、

一二
期
六
年
間
、
会
長
の
重
責
を
務
め
さ
せ
て

~
い
た
だ
き
、
大
過
な
く
そ
の
任
を
果
た
せ
ま
し
た

●
六
月
二
十
日
（
水
）
ベ
ル
ギ
ー
観
光

•
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

今
後
は
後

ベ
ル
ギ
ー
北
部
の
町
（
ゲ
ン
ト
・
ブ
ル
ー
ジ
ュ
）
の
"

市
内
観
光
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

（
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
爵
城
~~

任
の
鈴
木
逹
司
会
長
が
率
い
て
ま
い
り
ま
す
が
、

~
私
同
様
に
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

●
六
月
二
十
一
日
（
木
）
ベ
ル
ギ
ー
観
光

ブ
ル
ー
ジ
ュ
市
内
観
光

。

教
会
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
）

．
~
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

馬
車
に
て
市
内
見
学
。昼
食
後
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
へ
向
i

さ
て
、
渥
美
農
高
創
立
石
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
後
継
者
育
成
を

か
い
、
二
十
時
十
五
分
発
の
J
A
L
4
1
2

便
で
成
田
~

~
目
的
に
基
金
を
創
設
し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ラ

●
六
月
二
十
二
日
（
金
）
日
本
到
着

十
二
時
十
五
分
成
田
羞
。

十
九
時
五
十
分
中
部
国
際
~
ン
ダ
と
の
国
際
交
流
事
業
で
す
が
、
早
、
十
年
を

空
港
着
。
二十
二
時
五
十
分
学
校
着

。

~
数
え
、
ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
姉
妹
校
提
携
当
初
の
フ
ル
ン
ネ
デ
ル
タ

カ
レ
ッ
ジ
も
平
成
十
三
年
に
は
四
つ
の
学
校
が
統

合
し
、
現
在
の
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
と
校
名
が

変
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
最
大
規
模
の
農
学
校
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
渥
美
農
高
か
ら
は

百
五
十
三
名
の
生
徒
、
先
生
、

P
T
A
、
同
窓
会

関
係
の
方
々
が
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一

方
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は

二
百
二
十
名
を
超
す
生

徒
、
職
員
、
保
護
者
等
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
交

流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
に
力
点
を
置

い
た
相
互
交
流
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
こ

と
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
生
徒
の
ペ
ア
学
習
と

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
基
本
に
、
お
互
い
の
国
の
文
化

や
産
業
等
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
風

土
を
生
か
し
た
生
活
様
式
や
産
業
の
あ
り
方
な
ど

に
人
間
の
生
き
る
力
の
退
し
さ
や
賢
さ
に
驚
き
や

感
動
を
覚
え
る
こ
と
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。
今
後
、
こ
の
交
流
事
業
が
よ
り
長
く
継
続

さ
れ
、
ま
す
ま
す
絆
が
強
く
な
り
、
お
互
い
の
学

校
及
び
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
の
務
め
と
し
て
、
六
月
十
日
＼
十
六
日
ま

で
鈴
木
校
長
を
は
じ
め
、
同
窓
会
、

P
T
A
の

方
々
と
共
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ

ジ
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
た
り
、
理
事
長
を
は
じ

め
学
校
関
係
者
と
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
後
も
こ
の
姉
妹
校
交
流
が

益
々
盛
ん
に
な
る
よ
う
お
互
い
に
努
力
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
同
窓
会
員
の
皆
様
方
の
御
活
躍
を
御
祈

念
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
同
窓

会
活
勤
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
、
退

任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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野

球

部

顧

問

山

本

雄

一

日
頃
は
、
野
球
部
の
活
動
に
対
し
、
御
理
解
を

い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
選
手
権
県
大
会
で
は
、

2
年
連
続
で

4
回

戦
ま
で
勝
ち
進
む
と
い
う
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
十
年
の
間
に

3
度、

4
回
戦
ま
で
勝
ち
進
ん

で
い
ま
す

(
H
9
.
1
8
.
1
9
年
度
）
。
田
原
市
内

の
3
校
も
、
成
章
高
校
が

5
回
戦
、
福
江
高
校
が

3
回
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
こ
の
地
域
の
野
球
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
す
る
と
と
も
に
、
本
校
の
名

前
も
県
内
で
も
有
数
の
強
豪
校
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
試
合
の
内
容
で
す
が
、
本

校
は
2
回
戦
か
ら
登
場
し
、

3
年
生
エ
ー
ス
大
倉

の
完
封
、

1
年
生
河
合
の
好
投
な
ど
、
文
字
通
り
、

選
手
が
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を
つ
か
み
取
り
ま
し

た。

4
回
戦
で
は
シ
ー
ド
校
の
成
章
高
校
に
惜
敗

し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ン
ド
に
も
多
く
の
同
窓
生
が

集
ま
り
、
現
役
の
生
徒
と
も
に
意
気
の
こ
も
っ
た

熱
い
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
野
球
部
の
現
在
の
活
動
状
況
で
す
。
新

チ
ー
ム
と
な
り
、

2
年
生
15
名、

1
年
生

9
名、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

2
名
の
計
26
名
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
年
ぶ
り
の
公
立
高
校
の
優
勝
で
終
わ
っ
た
甲

子
園
大
会
を
横
目
に
し
な
が
ら
、
毎
日
遅
く
ま
で

白
球
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
対
す

る
姿
勢
、
あ
い
さ
つ
や
服
装
な
ど
、
野
球
だ
け
で

卓

球

部

顧

問

渡

辺

廣

嗣

私
た
ち
渥
美
農
業
高
等
学
校
卓
球
部
は
、
「
心

技
体
」
の
向
上
を
目
指
し
日
々
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
本
年
度
の
成
績
で
す
が
、
高
校
総
体
東
三

予
選
男
子
団
体
準
優
勝
、
中
部
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
2
名
出
場
、
東
三
河
卓
球
選
手
権
大
会
男
子

団
体
優
勝
、
そ
の
他
、
個
人
戦
で
は
多
く
の
生
徒
が

県
大
会
に
出
場
し
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
夏
の
県
高
校
リ
ー
グ
で
は
、

2
部
4
位
と
い
う

不
甲
斐
な
い
成
績
で
し
た
。
本
校
の
現
在
の
戦
力

を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
敗
戦
の
多
く
は
監
督
の
責

任
で
、
改
め
て
勝
つ
こ
と
の
難
し
さ
と
厳
し
さ
を

知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
技
術
面
や
精
神
面
の
更

な
る
向
上
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
う
一
度
足
下
を
見
つ

め
直
し
、
練
習
の
質
を
向
上
さ
せ
、
一
部
に
復
帰
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

部
員
は
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
長
年
継
続
し
て

結
果
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
か
ら
の
通

達
で
卓
球
場
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
旧
食
品
科

学
棟
を
改
修
し
た
場
所
で
練
習
し
て
お
り
ま
す

が
、
手
狭
で
十
分
な
練
習
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

今
ま
で
も
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
は
温
か
い
ご
声
援

と
ご
支
援
を
頂
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

部
員
一
同
全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
下
旬
に
は

新
人
戦
が
始
ま
り

ま
す
。
「
団
体
で
東

海
大
会
出
場
」
が
大

き
な
目
標
で
す
が
、

何
と
か
叶
え
ら
れ

る
よ
う
に
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す。

は
な
く
、
何
事
に
お
い
て
も
他
の
生
徒
の
模
範
と

な
る
よ
う
、
監
督
を
中
心
に
し
て
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
た
結

果
が
、
ま
た
来
年

の
夏
に
出
て
く
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後

も
野
球
部
の
活
動

に
温
か
い
御
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

5
位

lC 2B 2B 2B 
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●
同
窓
会
役
員
（
平
成
19
年
度
）

会

長

鈴

木

逹

司

16
回
竿

副

会

長

大

沢

克

義

1
5
回
卒

安

田

芳

恵

1
5
回
卒

大

場

健

三

16
回
卒

中

神

令

子

16
回
卒

伊

藤

幸

伸

2
1
回
卒

沢

井

ま

の

17
回
卒

粕

谷

政

行

2
5
回
卒

梱

原

政

代

16
回
卒

監

事

裔

橋

講

治

20
回
卒

宮

下

和

彦

2
1
回
卒

●
母
校
定
期
人
事
異
動

■

退
職
の
先
生

教

諭

稲

橋

雅

彦

再
任
用
教
諭
石
黒
勝
大

嘱
託
用
務
員
近
藤
義
之

■

転
出
の
先
生

校

長

細

井

直

樹

西

尾

高

校

へ

串

務

長

藤

原

俊

雄

豊

橋

養

護

学

校

へ

教

諭

杉

浦

俊

一

豊

橋

西

裔

校

へ

教

諭

鈴

木

康

彦

福

江

高

校

へ

教

諭

山

本

真

清

豊

橋

東

高

校

へ

教

諭

鈴

木

英

里

豊

丘

高

校

へ

教

諭

柴

田

英

輔

安

城

農

林

高

校

へ

期
限
付
任
用
教
諭
河
合
洋
枝
西
尾
高
校
へ

期
限
付
実
習
助
手
神
谷
行
彦
猿
投
農
林
高
校
へ

■

転
入
の
先
生

教

頭

伴

浩

志

農

業

教

育

共

同

実

習

所

よ

り

事

務

長

太

田

進

福

江

高

校

よ

り

教

諭

西

尾

得

二
朗
豊
橋
南
高
校
よ
り

教

諭

竹

内

直

樹

安

城

農

林

裔

校

よ

り

教

諭

大

場

か

よ

子

福

江

高

校

よ

り

教

諭

児

玉

優

豊

丘

高

校

よ

り

教

諭

市

原

恵

子

成
章
高
校
よ
り

教

諭

鈴

木

達

彦

豊

丘

高

校

よ

り

教

諭

山

本

雄

一

三
ヶ
旦
画
校
よ
り

実

習

助

手

今

泉

宗

宣

新

規

採

用

臨
時
的
任
用
教
諭
原
田
佐
奈
枝

嘱
託
用
務
員
吉
永
政
則

時
事
通
信
社
第
二
十
三
回
教
育
奨
励
賞
（
文
部
科
学
省
後
援
）

優
秀
賞
渥
美
農
業
高
校
産
地
復
活
懸
け

「
カ
ク
メ
ロ
」
を
開
発

（
教
育
奨
励
賞
は
全
国
の
幼
稚
園
か
ら
高
校
の

中
で

『
授
業
の
革
新
』
「
地
域
社
会
に
根
ざ
し

た
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
創
造
性
豊
か
で
ユ
ニ
ー

ク
な
教
育
実
践
を
し
て
い
る
学
校
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。「

カ
ク
メ
ロ
」
へ
の
取
り
組
み
に

お
い
て
商
標
登
録
や
特
許
取
得
の
実
現
、

地
域

産
業
振
興
へ
の
貢
献
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
実
践
が
高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
一
と
い
う

栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
）

愛
知
県
学
校
震
業
ク
ラ
ブ
連
盟
家
畜
審
査
競
技
会
(
6/
1
3
)

乳

牛

の

部

最

優

秀

訊

小

林

力

種

豚

の

部

最

優

秀

訊

内

田

亮

肉
牛
の
部
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
部
l
位

訊
河
合
ゆ
か
り

愛
知
県
学
校
JII
業
ク
ラ
ブ
連
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
衷
会
(
6
/
1
9
)

文
化
・
生
活
の
部
優
秀

叩

藤

井

美

咲

叩

渥

美

里

美

叩

鵜

飼

晶

子

部

川

元

祥

子

叩

鈴

木

え

み

叩

田

中

芳

珠

郎

辻

彩

花

叩

大

槻

美

穂

罰
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
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支出済額

差引残額

【収入の部】

【平成18年度

平成18年度決算●

1,002,904円

926,537円

76,367円

（単位 円）

項 目 予算額 決算額 比較増減 摘要

繰越金 56,573 56,573 

゜入会金 930,000 945,000 15,000 
189名X5,000円
(55回生）

寄付金 400 

゜
△ 400 

会毅膳読費 50,000 940 △ 49,060 2名分

雑収人 27 391 364 利息

合計 1,037,000 1,002,904 △ 34,096 

会計監査報告】

過日、平成18年度末までの会計監査を実施致しまし
た結果、 関係諸帳簿及び領収書等よく整備されており通

帳等との残高照合したところ、適切に処理されていたの

で御報告致します。
平成19年4月27日

監沓員高橋講治

八木良尚

食
品
科
学
コ
ー
ス

【支出の部】 （単位 円）

項 目 当初予算 補正予算 流用増減
流用後

支出済額 残額 摘要
予算額

会議費 60,000 〇△10,000 50,000 39,890 10,110 

総会費 15,000 0 15,000 8,280 6,720 
-------

役員会議費 45,000 △ 10,000 35,000 31,610 3,390 

事務局費 105,000 〇△60,000 45,000 30,100 14,900 

事務用品費 50,000 △ 50,000 

゜゜゜-----------------------------------------------------------

通 信費 50,000 △ 5,000 45,000 30,100 14,900 

祗-~―扁
----------------------------------------------------

会議費
5,000 △ 5,000 

゜゜゜事業費 610,000 △ 30,000 △ 160,000 420,000 406,547 13,453 

特別事業費 100,000 △ 30,000 △ 70,000 

゜゜゜-----------• ―------------------------ --------------

同窓会会報 300,000 △ 20,000 280,000 271,447 8,553 

-支-部--・-O--B-------・ — ------- -------------------------------------
60,000 △ 60,000 

゜゜゜卒・育業成費記 ----------

£ 必、 日ロ日 代‘ 
150,000 △ 10,000 140,000 135,100 4,900 

積立金 200,000 0 250,000 450,000 450,000 

゜基本金
100,000 50,000 150,000 150,000 

゜積特--別-立-事--金業-- ----------

積立金
100,000 200,000 300,000 300,000 

゜慶弔費 50,000 △ 20,000 30,000 0 30,000 

予備費 12,000 0 12,000 0 12,000 

合計 1,037,000 △ 30,000 0 1,007,000 926,537 
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